
穴吹小学校 改定校時表（R8.4月～）

「令和７年度伴走支援事業」の活用④（穴吹小学校）　
とくしまの学校における働き方改革通信

  ～うぇるびーいんぐ～ Vol.67   　　　　　取組の柱 《２》 業務改善の更なる推進 　　　　　　　　　　 　　　★県内の先進事例　　　

穴吹小学校にて、「令和７年度伴走支援事業」を活用
した、 「(株)先生の幸せ研究所」のコンサルタントによる
「業務改善ワークショップ」を実施しました。

ワークショップ実施後、
校内で複数回の

「業務改善研修」を開催

新年度(R8)からの取組
①校時表の最終見直し
②読書宿題デーの設定
③清掃場所の精選・見直し

月曜日は
５時間授業

三好市内の全ての小中学校で、「休憩時間の分割付与」
により、休憩を取りやすい時間設定の工夫をしています。

　どのような時間に「分割」するのか？
　〇授業の空きコマ
　〇児童生徒の休み時間
　〇児童生徒放課後

清掃回数を
週３回に削減

ドリルタイムの
設定時間を変更

下校時刻を
最大25分前倒し

職種・役職で設定時間を
ずらすこともポイントです！

【(例)箸蔵小学校における教職員の休憩時間の設定】
　　担任・養護教諭 等　　　　　　　　　 　　管理職・事務
10:25～10:45（児童業間休み）　12:05～13:05
12:55～13:25（児童昼休み）
15:40～15:50（放課後）

業務量も同時に
見直しましょう！
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穴吹小学校では、これまでの日常的な教育活動の「価値」と「課題」
について議論しながら、段階的な校時表の見直しを図りました。

読書タイムの
充実を検討中

穴吹小学校の
特色の１つで
ある縦割り班活
動（異学年交
流）を活性化


